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第
一
回
答
申
か
ら

一
、
職
員
定
数
の
管
理
・
給
与
の

　
適
正
化
に
つ
い
て

　
職
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
合
併

時
百
九
十
八
名
で
あ
っ
た
職
員
数

を
、
新
規
採
用
を
含
め
て
平
成
十

九
年
四
月
現
在
で
四
十
八
名
削
減
、

百
五
十
名
体
制
と
し
、
効
率
的
な

行
政
運
営
が
図
ら
れ
る
よ
う
組
織

の
ス
リ
ム
化
を
実
現
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
職
員
給
与
の
是
正
に
つ

い
て
は
、
平
成
十
七
年
三
月
三
十

一
日
、
新
町
発
足
と
同
時
に
、
こ

れ
ま
で
の
不
適
正
な
ワ
タ
リ
制
度

を
、
県
内
で
唯
一
合
併
を
機
に
全

廃
し
、
職
務
に
お
け
る
適
正
な
給

与
体
系
に
是
正
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
旧
両
町
間
の
職
員
給
与

の
格
差
是
正
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
職
員
組
合
と
協
議
を
重
ね
ま

し
た
が
、
組
合
側
が
交
渉
権
を
自

治
労
県
本
部
に
委
任
し
、
そ
の
間

県
人
事
委
員
会
へ
不
服
申
立
、
労

働
委
員
会
へ
の
不
当
労
働
行
為
の

救
済
申
立
を
行
う
な
ど
調
整
が
長

引
き
ま
し
た
が
、
給
与
の
高
い
旧

横
田
町
職
員
の
給
与
を
旧
仁
多
町

の
職
員
の
給
与
額
に
減
額
し
調
整

し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
町
長
・
副
町
長
・
教

育
長
の
給
与
及
び
議
員
報
酬
の
減

額
に
続
き
、
平
成
十
九
年
四
月
か

ら
は
課
長
職
の
給
与
カ
ッ
ト
を
行

っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
他
の
一

般
職
員
に
つ
い
て
も
、
平
成
二
十

年
一
月
か
ら
職
種
に
応
じ
て
、
五

％
〜
三
％
の
給
与
カ
ッ
ト
を
行
う

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
町
長
・
副
町
長
・
教
育
長

の
給
与
及
び
議
員
報
酬
に
つ
い
て

は
、
平
成
二
十
年
一
月
よ
り
更
に

引
き
下
げ
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
下
表
参
照

二
、
土
地
改
良
区
に
つ
い
て

　
外
郭
団
体
等
の
統
廃
合
に
つ
い

て
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昨

年
九
月
十
八
日
に
、
仁
多
郡
仁
多

町
土
地
改
良
区
、
奥
出
雲
町
横
田

土
地
改
良
区
及
び
横
田
町
開
発
土

地
改
良
区
が
合
併
し
、
新
た
に
奥

出
雲
町
土
地
改
良
区
（
安
部
文
夫

理
事
長
　
役
員
十
六
名
）
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
経
営
基
盤
の
強

化
、
農
業
用
施
設
の
管
理
一
元
化
、

事
務
経
費
の
縮
減
が
図
ら
れ
ま
し

た
。

　
十
月
二
十
一
日
に
は
総
代
選
挙

が
実
施
さ
れ
、
九
選
挙
区
か
ら
総

代
四
十
名
を
選
出
。
第
一
回
総
代

会
で
は
、
今
年
度
の
事
業
計
画
な

ら
び
に
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
協

議
さ
れ
ま
し
た
。

三
、
消
防
団
組
織
に
つ
い
て

　
合
併
四
年
目
を
迎
え
る
奥
出
雲

町
消
防
団
に
あ
っ
て
は
、
役
員
構

成
の
改
正
や
旧
町
単
位
に
行
わ
れ

て
い
た
各
種
訓
練
・
大
会
に
つ
い

て
統
一
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
役
員
体
制
に
つ
い
て
は
、
消
防

団
本
部
会
専
門
部
会
を
設
置
・
検

討
さ
れ
、
組
織
再
編
部
会
に
お
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
団
長
一
名
、
副

団
長
三
名
、
本
部
付
九
名
の
計
十

三
名
の
本
部
体
制
を
、
団
長
一
名
、

副
団
長
二
名
、
本
部
付
四
名
計
七

名
の
体
制
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
団
員
の
確
保
が
厳
し
い

状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
分
団
各
部

の
調
整
を
含
め
て
、
団
員
数
を
六

百
七
十
一
名
か
ら
六
百
十
五
名
に

削
減
し
、
こ
れ
ら
の
実
施
に
あ
た

っ
て
は
、
平
成
二
十
一
年
一
月
か

ら
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
夏
期
訓
練
及
び
町
操

法
大
会
検
討
部
会
に
お
い
て
、
平

成
二
十
年
度
か
ら
、
こ
れ
ま
で
旧

町
単
位
で
部
隊
訓
練
と
操
法
訓
練

を
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
操
法

訓
練
に
つ
い
て
は
、
消
防
操
作
の

基
本
で
あ
る
普
通
操
法
（
空
操
法
）

と
し
、
部
隊
訓
練
と
合
わ
せ
て
三

成
公
園
を
中
心
に
実
施
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
県
消
防
操
法
大
会
お
よ

び
雲
南
管
内
消
防
操
法
大
会
の
出

場
隊
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り

水
出
し
操
法
で
行
い
ま
す
。

　
第
二
回
答
申
か
ら

　
第
三
セ
ク
タ
ー
等
の
経
営
改
善

に
つ
い
て

　
舞
茸
な
ど
の
き
の
こ
生
産
を
行

っ
て
い
た
「
�
サ
ン
マ
ッ
シ
ュ
」

が
平
成
十
九
年
三
月
末
で
解
散
し
、

新
た
に
町
全
額
出
資
の
「
�
舞
茸

奥
出
雲
」
（
出
資
金
四
千
四
百
万

円
）
で
生
産
を
行
う
こ
と
と
し
、

平
成
十
九
年
度
に
お
い
て
は
、
販

売
額
は
す
で
に
昨
年
度
を
約
四
十

�
上
回
り
、
健
全
経
営
に
移
行
で

き
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
「
奥
出
雲
お
ろ
ち
ル
ー
プ

道
の
駅
」
、
「
体
験
交
流
館
三
国
」

な
ど
の
経
営
を
行
っ
て
い
た
「
　

ア
メ
ニ
テ
ィ
よ
こ
た
」
は
、
平
成

十
九
年
十
二
月
を
も
っ
て
解
散
し
、

新
た
に
町
全
額
出
資
「
　
道
の
駅

お
ろ
ち
ル
ー
プ
」
（
出
資
金
一
千

万
円
）
と
し
て
、
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
二
つ
の
第
三
セ
ク
タ
ー
の

施
設
改
修
な
ど
に
あ
た
っ
て
は
、

国
の
交
付
税
が
参
入
さ
れ
る
有
利

な
起
債
が
活
用
で
き
、
今
後
健
全

な
運
営
に
移
行
し
ま
す
。

　
第
三
回
答
申
か
ら

　
町
立
保
育
所
の
民
営
化
と
幼
稚

園
等
の
運
営
に
つ
い
て

　
過
疎
化
の
進
行
と
と
も
に
、
少

子
化
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
状
況
を

踏
ま
え
、
保
育
所
の
今
後
の
あ
り

方
に
つ
い
て
保
護
者
・
各
地
区
な

ど
の
説
明
会
を
重
ね
、
皆
さ
ん
の

ご
理
解
を
得
る
と
と
も
に
、
平
成

十
九
年
十
一
月
九
日
、
第
六
回
奥

出
雲
町
臨
時
議
会
に
お
い
て
議
決

を
得
、
今
年
四
月
一
日
か
ら
町
立

保
育
所
を
廃
止
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　
今
後
は
、
仁
多
福
祉
会
（
宍
戸

晴
美
理
事
長
）
に
お
い
て
三
成
・

阿
井
保
育
所
と
同
様
に
、
横
田
・

馬
木
の
二
つ
の
保
育
所
が
今
年
四

月
か
ら
設
置
・
運
営
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
、
現
在
入
所
取
り
ま
と
め

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
　

　
な
お
、
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、

町
内
十
園
の
内
、
現
在
休
園
し
て

い
る
幼
稚
園
や
一
部
で
は
極
め
て

園
児
の
少
な
い
幼
稚
園
が
あ
り
、

今
後
更
に
減
少
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
昨
年
九
月
二
十
日
に
設

置
さ
れ
た
「
学
校
再
編
検
討
委
員

会
」
の
中
で
、
小
中
学
校
の
適
正

規
模
と
学
校
配
置
も
含
め
て
、
具

体
的
な
方
策
が
検
討
さ
れ
て
い
ま

す
。
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審
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行
政
改
革
審
議
会
か
ら
の
答
申

　
　
　
　
〜
そ
の
後
〜

　
　
　
　
〜
そ
の
後
〜

行
政
改
革
審
議
会
か
ら
の
答
申

　
　
　
　
〜
そ
の
後
〜

職　種

町　　長

副町長・教育長

議　　員

一般職員

実施期間

H20.1.1～H21.3.31

H20.1.1～H21.3.31

H20.1.1～H21.3.31

H20.1.1～H22.3.31

従前（月額）

１５％ｶｯﾄ

１０％ｶｯﾄ

１５千円～１０千円減額

課長職のみ５％ｶｯﾄ

改正（月額）

２０％ｶｯﾄ

１５％ｶｯﾄ

２１千円～１５千円減額

職種に応じて５％～３％ｶｯﾄ

（株）

（株）

（株）

（株）

パ
　
ー

セ
ン
ト

奥出雲町特別会計・公社・第三セクター等の決算並びに累積欠損金の状況（合併時と現在）
単位：千円

名　　　称 分 類

旧横田町

旧横田町

旧横田町

旧横田町

旧横田町

旧横田町

旧仁多町

旧仁多町

旧仁多町

旧仁多町

旧仁多町

旧仁多町

借入金

欠損金

圧雪車購入債務負担

肥育センター欠損金

ピオニ欠損金

債務負担

欠損金

施設整備借入金

（元利合計）

町委託料

当期利益

〃

〃

〃

〃

〃

1,028,435

69,650

21,518

39,000

165,012

541,679

22,876

270,718

13,402

（1,270)

(3,314)

(1,166)

(3,474)

(253)

(594)

12,038

8,201

21,518

3,549

7,800

0

26,536

0

21,740

10,584

（4,536）

13,498

0

0

0

0

0

13,558

3,753

20,183

40,606

48,701

0

0

9,482

7,800

22,818

21,898

0

5,643

10,585

（4,536）

12,999

0

0

0

0

0

24,567

4,002

13,266

0

―

―

―

―

0

0

2,000

20,010

3,205

0

700

0

―

―

―

―

0

0

2,500

23,010

10,180

0

700

0

起債償還金

一般会計繰入金

町補助金　

運営補助金

町補助金

町補助金

委託料・運営補助金

欠損金

町償還補助金　

（別途会社負担分）

町委託料
　

町運行補助金

関係市町運行補助金

県運行補助金

町補助金（施設整備等）

借入残

欠損金

欠損金

欠損金

債務負担

欠損金

借入金残

当期利益

〃

〃

〃

〃

〃

967,696

61,449

0

23,400

136,182

541,679

50,259

240,477

委託料剰余金

（3,896）

（1,526)

(176)

(1,764)

(5)

(123)

(△2,408)

国 営 開 発 農 地 事 業

スキーリフト事業【特別会計】

（社）奥出雲町農業公社

横田町土地開発公社

（有）奥出雲サンマッシュ

（株）アメニティよこた

奥 出 雲 仁 多 米（株）

（有）奥 出 雲 椎 茸
（株）奥 出 雲 振 興

奥 出 雲 酒 造（株）

（株）仁多堆肥センター

奥 出 雲 交 通（株）

合 併 時（H16)
種　　別

町補助金等
現在（H18末）

摘　　要
(H17) (H18)

決算概況のうち累積欠損金、借入金、補助金等 町への寄付金

H17支出分 H18支出分

Ｈ１９．１２月に解散し、
町１００％出資会社に移行

Ｈ１９．３月に解散し、町

１００％出資会社に移行

既に供用済みで今後町一般
財源で負担する債務

単年度町負担分は、一般財

源で補填、赤字繰越なし

合併後、単年度赤字は、町
一般財源で補填、赤字繰越
なし

ピオニ欠損金のうち畜産事
業会計収益金から、Ｈ１７年
度3 , 0 1 2千円、Ｈ1 8年度
3,000千円を充当補填

(玉峰山荘・サイクリングターミナル・
パスカル・特産市他）


